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．は じ め に
ロンドンの北から中心部にかけての建築の観察の行程
において，（その 3）で一応中心部周辺に到達している
が，まだ追加して取り上げるべき建築が多くある。
ここでは，もう一度北から西にかけて観察を進めるこ
とにする。
．今日のロンドン建築ロンドンの北から西にか
けて
ロンドン中心部を一望する Highgate の丘に出現した
現代住宅 The Lawns House が周囲の伝統的な地域に溶
け込むことになった経緯について考察する。さらに，そ
の場所から西方の中心部の近くの Oxford Street に存在
感をもって英国建築をリードした米国式建築のデパート
Selfridges を取り上げる。
1. The Lawns House1)2)3)4)（図 1, 2, 3, 4, 5)これは，
以前は1950年代のヴィラであった場所の現代の個人住
宅である。Nick Eldridge と Piers Smerin の設計で2000
年に完成。主としてジョージア様式の Highgate Village
（Highpoint の場所の近く）に位置して，ベーコン通り
Francis Bacon Lane の横は Lawns の庭があり，その北
端には地下室のある大きなヴィクトリア様式の住宅が占
められていた。これは，建築家 Leonard Manasseh に
買われ壊された。再開発により 3 軒の住宅をそこに建
てた。彼自身の住宅は南端の丘の下で最後につくった。
北端には，ヴィクトリア様式の住宅の地階を維持しなが
らその上に新しい住宅を Manasseh は設計した。この住
宅は強力なグリッドを構成する耐力れんが交叉壁により
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空間が規則的に仕切られていた。新しい建築家はこのグ
リッドの原則を歓迎した。建て直し Rebuild せずに転換
Conversion し 拡 張 Extension し て く ら れ た 住 宅 が
Lawns である。上記の原則がプランを支配し，建て直
しはしないという理由になった。
The Lawns は，ヴィクトリア様式の地階，1950年代
のコア，および現代的なリノベーション Renovation と
いう 3 つの明確に判別できる歴史層を見せてくれる建
築物語に富んだ21世紀のヴィラとも言われる。
新しい鉄骨構造は視覚的に大変軽く見える。正面に柱
と梁の断面（部材）があり，2 つの軟鋼アングルやチャ
ンネルから形成されたユニークなものであり複合断面材
の断熱層を経て互にボルト接合されている（図 6）。メ
タル外装としてのアルミニウム・パネルはガラスとつや
消しの雲母酸化鉄を塗ったものが装着されている。
建物の破壊を少なくして，前面，後部および上部に拡
張して，床面積を 2 倍にした。それにより，家族のス
ペースと仕事のスペースを確保することができた。前面
の拡張は鉄骨骨組と現場打ち打放しコンクリートの階段
室による 2 層高の入口の循環と特徴のためである。他
の拡張も鉄骨骨組で鉄骨部材の間にインシュレーション
層が挿入されているという素直なディテールである。こ
れにより冷橋を避けている。インフィルの大半はガラス
で，大変大きな一枚ガラスを用いている。固体パネルの
材料は種類がある。道路側には灰色のアルミニウム，一
つの側のヴィクトリア様式の隣人に対しては中古のロン
ドン Stock れんがを，他の方には塗り壁を用いている。
後部は，一連のアーチを取りはずして新しいグリッド
が元の住宅につけられている。オーク材の窓が温かい色
調を与えている。ドラマチックにさしかかる新しい片持
梁式のガラス・キャノピーによる頂部の層が Studio ス
ペースを含んでいる。構造ガラスで垂直と水平面に全面
的にガラス張りされて大きな透明性を出している。
建築家は既存の構造のコアをガラスとアルミニウムで
包んだ。中には住居と仕事の二重のスペースが含まれて
いる。ガラス，スティール，コンクリートは伝統的に手
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工芸で仕上られた Manasseh の空間に対してフォイル
Foil として働く。
内部において建築家は，オープン・プランの空間感覚
と個室の家庭的な面を提供するという不可能な調和を試
みた。フレキシブルで適応性ある空間を創り出すために
幾つかの装置の助けを借りた。スライディング・パネル
とスクリーンが注意深く使われている。
解説によると，徐々に熱の獲得・損失の知識が増え，
ガラス技術が進歩するにつれ技術をもったデザイナーは
ガラス構造が温和な北ヨーロッパの気候の中でエネル
ギーを浪費しないことを見出した。熱性能の改良に加え
て過去10年間構造用ガラスが容易に入手できるように
なり，以前に想像できなかった Light Structure の可能
性を与えている。ガラスを用いる上での新しい信用が，
この住宅のような転換 A Domestic Conversion におい
て全面的表現を受けることは驚きとされる。
新しい構造に一体化されて古い部分は殆ど見えない
が，全部変換したわけではなく窓の開口の大半と元の住
宅のれんが積みは残っており，後部の地階レベルでヴィ
クトリア様式のベイを垣間見ることができる。地階は上
の‘パビリオン’に内部で連結して10代の子供達にと
って刺激的な空間となった。
隣人の考えはともかく，革新的と見えるこの建物は保
守的地域の中でその位置を据えて明確な主張をしてい
る。精巧に美しくデザインされた現代住宅が前庭の植
栽，石畳，鋳鉄の門扉などを緩衝帯として地域との調和
をはかっている。
（註）House at Highgate5)（図 7, 8, 9, 10, 11)Leonard
Manasseh and Partners設計（1958年）。
敷地は Highgate Village で，入口は South Grove か
らである。Old Hall も含め South Grove のジョージア
様式の住宅から離れると Highgate の墓地に向って下っ
ている庭をもちロンドンの素晴らしい景色を楽しめる大
きなヴィクトリア様式の住宅が 1，2 見られる。16
South Grove の The Lawns はそのようなヴィクトリア
様式の住宅の 1 つであった。これらが売られた時 3 つ
の敷地に分割された。第 1 の敷地は古い住宅を含んで
South Grove 前面から150 ft. 奥まっていた。古い住宅は
壊され，東西にある既存の建物に囲まれるのを避けて，
時間と予算の関係から地階の上に建てて全面的に活用す
ることになった。
地階床に試掘孔をあけたが，極めて満足であることが
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見出された。可能なところでは新しい壁は古い壁の上に
つくられた。しかし，或る新しい壁は地階下に新しい基
礎が必要とされた。11 in. 中空壁が既存の13＋1/2 in. の
地階壁に取りつけられた。木毛板 Wood-Wool Slab を
用いた木製屋根は，下塗りと専用フェルト屋根で鉱物粉
を散いて仕上られた。無目は塗装した杉でアルミニウム
の水切り。窓は一般に塗装した軟木で，主たる開口部は
硬木でニス塗り。すべてのガラス張りは複層ガラス。下
枠にはスレートが用いられた。
2. House in Bacon's Lane6)7)8)（図12, 13, 14)
Leonard Manasseh は1950年代の英国の代表的建築家の
一人である。Highgate Village の端のヴィクトリア様式
の住宅の跡地を 3 つに分割して 3 軒の住宅を設計した
が彼自身の住宅は斜面の一番下に1959年に建てられ，
何物にも妨げられない景色が与えられている。
アクセスは Bacon's Lane からで，敷地は南東/北西
に軸線を置いており，太陽と景色を享受するため住宅は
北と東の境界線近くに寄せられた。Bacon's Lane の最
後のマンホールに排水できるためにもそれは必要であっ
た。この要素が住宅の基本プランを支配した。雨水も含
め排水を住宅の後部に集めなければならなかった。この
同じ問題が屋根のスロープの方向の問題を解決した。住
宅は真四角であった。
Manasseh 夫妻には，3 人の若い息子と 1 人の小さい
娘がいた。彼らの主たる関心はコンパクトで働き易いプ
ランの中にできるだけ多くの部屋を得ることであった。
彼らは32 ft.×32 ft. という極めて小さい土地内にこの問
題を解決した。
斜面に対処するため入口ドアは中 2 階で，下に行く
と―キッチン，食堂，遊び部屋，1 階の長男の寝室とバ
スルーム。上に行くと―2 階にある 2 人の下の息子の寝
室，居間，両親の寝室，衣装室。その敷地の開発は 2
階建てに制限されていたが Manasseh は巧妙なプラニン
グにより勾配屋根の中に空間を開拓した。視覚的には 3
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階の立体空間となっている。居間の一部を屋根空間のギ
ャラリーにまで立ちあげており，そのため破風が30°/
45°と等しくない勾配屋根となっている。有用なギャラ
リー書斎 Gallery-study 以外の屋根スペースの残りは当
面物置として用いられているが，寝室を 2 つ追加する
ことが可能である。
この住宅は伝統的な耐力構造で外壁は中空れんが積み
で，Southgate の古い教会から救済された中古のストッ
クれんがが使われている。内皮 Inner Skin は白い
Sand-lime れんがでつくられプラスターは塗られていな
い。杉板の横張りにされている主寝室を除いて，2 階寝
室とバスルームはプラスター塗りされている。
コンクリートの 1 階，2 階床スラブは電気床下暖房の
ための蓄熱層として働く。床仕上げは，1 階は全部実用
的な濃緑のビニル・タイルが用いられている。階段，2
階はカーペット敷き。ただし，居間，衣装室，バスルー
ムは古い大理石の洗面台の甲板からカットしたものがオ
リジナルな床として用いられている。それは床下暖房の
優れた放射面となる。
屋根は，フェルトの上に石綿セメント・スレート張り
で，ガラス繊維キルトがインシュレーションに使われて
いる。屋根が居間と Galley-study の天井の一部となる
ところでは吸音ボードにより更にインシュレートされて
いる。
3. Selfridges store9)10)11)（図15, 16, 17, 18, 19, 20)
Regents Street からはずれて Oxford Street を西へ少し
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進み Duke Street と交叉する角で1908年に工事が開始
された。1 階は大きな店頭窓と間に短い Pillar，その上
に巨大なイオニア式柱が Shaft, Capital のところに多く
の装飾がつけられている。建物の角に四角い柱。上の 3
階の間は鉄骨骨組を隠す鋳鉄パネルとガラスの広がりを
柱が枠どりしている。豊かな頂部の手摺。中央入口は一
層豊かで，そこではファサードは少し後退しており柱は
フリーとなって立っている。その間に巨大な多彩色の彫
刻（'The Queen of Time'）と時計のスペースがある。
東から 9 つのベイ Bay が1909年にオープンし，残りは
（西と後が）192024年，（中央が）192628年である。
長さは525 ft.（160 m）。West End では最大のデパート
メント・ストアである。拡張で車庫とホテルがつけ加え
られているが，Foster & Partners により建て代えの計
画がある。
建築家 R. Frank Atkinson は広いメタル・フレームの
窓と広い内装を許可されるよう LCC (The London
Country Council）に交渉した。規則は構造的に石工事
から独立するよう要求したので店は完全にシカゴ感覚の
軸組建物とはいえない。しかし，オーダーに取り囲まれ
た 3 層の窓の配列と Pier の間の多くの鋳鉄枠の露出が
何か新しいイメージを与えた。
Selfridges は鉄骨構造なので柱間に大きなガラス面を
許容した。ロンドンにおける最初の鉄骨骨組の鉄筋コン
クリート構法（鉄骨鉄筋コンクリート構法）である。ま
た，工期が早かったことで開拓者的構造である。
建築主のアメリカ人 H. G. Selfridge は，印象的な外
観だけでなく，開放的なプラン，楽しめるエレガントな
空間を要求した。それは，内部壁を最小にして窓面積を
最大にすることであった。また，彼は最短の工期を要求
した。建築家や技術者には現行の法規との戦い，特別な
構造をつくるための特別な工法の展開へと進む必要があ
った。彼は不動産会社をつくって，18世紀，19世紀の
テラス・ハウス Terrace House，店舗，事務所を手に入
れ破壊して敷地を確保した。彼は，アメリカの商売の仕
方をロンドンの人に知ってもらうだけでなく，アメリカ
の工法を紹介したいと考えた。
彼はアメリカ人のエンジニアと組んで建設会社をつく
り，そのチーフ・エンジニアはスイス生れの Sven
Bylander であった。Bylander は190306年に建てられ
た Mewes and Davis の設計による The Ritz Hotel の鉄
骨骨組の設計をした。
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（註）The Ritz Hotel は，ロンドンで最初の鉄骨造の建
物で鉄筋コンクリートの耐火床システムも含めてすべて
の荷重を鉄骨に負わせる完全な鉄骨構造で設計された。
しかし，LCC1894，1895の建築基準は保守的で伝統的
な組積造に焦点を合せており，これに適合しなければな
らなかった。また，80 ft. という高さ制限があった。
The Ritz の鉄骨骨組は最小壁厚の規定に従い39 in. 厚の
厚い耐力組積壁（本質的に不要な）で被覆された。ロン
ドンの革新として，コンクリートいかだ基礎よりも杭基
礎を用いたこと，360°回転のアメリカ式クレーンの導
入に及んでいる。
Selfridges の設計には何人かの建築家が関与している
が，Francis S. Swales はカナダ生れのアメリカ人で，
パリに学びパリ仕込みの柱のデザインが注目された。強
力な台壁の上に据えられて巨大なスケールの Cornice を
支えている巨大なイオニア式の柱の柱廊として立面がイ
メージされた。（これは，多分前任者の Daniel Bur-
nham の設計に基づいている。）第 3 の建築家として指
名された Atkinson はリバプールに建築を学んだ。倉庫
クラスの構造ということで防火規定を通り易くした。
Selfridge と Atkinson の忍耐強い申請により LCC は一
部法規を改正したので Selfridge はシカゴ・スタイルの
デパートメント・ストアをロンドンにつくる決心をした。
The Concrete Society の圧力も加わって，鉄骨と鉄筋
コンクリート造の潜在力が1909年の鉄骨法規に遂に認
められたことは，ロンドンの建築法規の歴史の中で重要
な発展であった。
第 1Phase が1908年の中頃現場で始まったのは建築法
規をめぐる変化の背景の中であった。建築工事は早く行
われ，実際12ヶ月で店は完成した。作業は細部まで念
入りに組織化され，スピードの大半は Bylander のアメ
リカ式工事方法によっている。沢山の図面がつくられ，
鉄骨工事は，工場で加工し現場でクレーンを使って素早
く建方された。柱や Cornice は専門業者により加工され
た石で素早く被覆された。構造的特徴は，通常の経済的
な設計になっていることと，繰り返しを多くしているこ
とである。柱間隔，床桁間隔は一定である。外壁に柱は
なく，荷重は Blue れんがの Pier に支えられる。鉄骨骨
組と石柱は同時に建設される。その理由は，鉄骨梁が柱
の石のドラムが接着している Blue れんがの Pier と一体
化しているからである。ファサードの Cornice と Span-
drel の断面ディテール（図21）に鉄骨と組積造が一体
化している石工事が鉄骨片持梁に支えられる方法がみら
れる。また，石，れんが，鉄筋コンクリート，鉄骨の材
料の混合がみられる。例外的に，古い建物を一時的に現
場で保持するために，アンダー・ピニングの目的でファ
サードに 2 本の柱が入れられた。
全ての鉄骨部材は，別々にナンバーリングされ建方の
混雑をさけた。終始，監督と統一された作業方法の採用
が低コストで早く，全ての詳細は標準化され，責任が担
当者により常にトレースされ工事の進歩状況が見守られ
た。完全な仕様書の準備が工事を満足になしとげること
ができた。全ての鉄骨片は検査され詳細図と照合され
た。材料の品質は注意深く試験され，積載，運搬が監督
された。鉄骨は床ごとに目立つようにカラー塗装された。
Phase 1 の後，Phase 2 と 3 の工事が行われ1926年に
接続された。
工事は，まず隣接建物の壁のアンダーピニング，擁壁
の建方，掘削，グリル Grillage と基礎の挿入は大きな
困難にも拘らず大変早く効率的に行われた。
フラット屋根は街路から80 ft. 高，基礎は街路から60
ft. 下。基礎から手摺の頂点までの総高さは150 ft. であ
る。敷地周囲の擁壁は Sommerset Street 側は鉄筋コン
クリートでその他はプレーンコンクリートでつくられた
（図22）。擁壁として，60 ft. 深さの鉄筋コンクリート壁
が 3 層の地階を持つ建物の一部の向う側の道路と地盤
を支えるために構築された。大きなトレンチを掘らなけ
ればならなかったのでこの仕事の大きさと困難が計り知
れる。30 ft. を超えると鉄筋コンクリート擁壁の建設工
事の困難さは急速にます。それは，鉄筋の長さが 1 本
では得られない配筋の困難，壁厚の増大に伴なうコンク
リートの側圧，鉄筋量などである。鉄筋間隔が狭くなる
とコンクリートの充填が困難になる。コンクリートと鉄
筋との間の付着が破壊される。しかし，チャンネルの使
用により鉄筋のスペースがつくられ，この問題は解消さ
れた。Pier からの荷重はグリル梁と壁の基盤に分散さ
れた。壁の前後は収縮クラックを防ぐために水平に配置
された 3/4 in. の異形鉄筋で補強されている。擁壁に用
いられたコンクリートは普通コンクリートで，その調合
はセメント 1，砂 2，砂利 4 であった。3/4 in. 厚のアス
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ファルト防湿層が擁壁の後に置かれた。また，全ての基
礎の下にも置かれた。基礎のために水密コンクリートの
防水層が形成された。
基礎はグリル梁方法によっている。その上に柱を支え
る鋳鉄基盤がのる（図23）。基礎の寸法は，荷重が均一
に5,000 lP/ft2 になるよう釣合いがとられた。場合によ
り，隣接する所有物のために片持梁構法が採用された
（図24）。
外壁は Pier の上に支えられ，外壁の中に柱はないけ
れども，この建物は鉄骨構造として建築される。内部の
仕切壁は中央の境界壁を除いては鉄骨の上に支えられ
る。境界壁は自立で床荷重を支える。総量約3,000トン
の鉄骨が約 125トン/週で建方された。柱は Oxford
Street に平行に直線的に配置され，柱間隔は Oxford
Street に平行に22 ft.，他の方向に24 ft.，柱の中心線は
90°より少ない角度（87°）になっていた（図25）。柱は
プレートとアングルで組立てられ，圧延形ジョイストや
チャンネルは用いられなかった。柱の長さは 2 層の長
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さに設計された。床上的1 ft. 6 in. で継がれた。継手プ
レートは柱のフランジにリベット接合された。桁は頂部
と底部のブラケットによって柱に接続される。底部のア
ングル鉄のブラケットは垂直の補強アングルにより強化
されている。床骨組はすべての標準パネルに対して20
in. せい梁で構成されている。2 つの梁は24 ft. スパンで，
1 つが12 ft. 心々で用いられた。仕切壁を支えるのに20
in. の断面の梁が用いられた。桁と梁のすべての接合
部，桁と柱の接合部はリベット接合された。剛性を与え
るために鋳鉄のセパレーターが二重梁の間に用いられた。
耐火工事はとくに上手く行われたと説明されている。
最初に，建物は完全に剛構造建物であり，次に，全ての
鉄骨はコンクリートで被覆されている。さらに，機械設
備が装置されていることである。構造は全ての部分で均
一な強度を有しており，よい付着ができているので全構
造が鉄骨，コンクリート，れんが壁で互いにしっかり構
成されているといえる。鉄骨とコンクリートは基本的に
は建物の内部に用いられ，れんがと石は外部に用いられ
ている。木工事はほんの少ししかない。鉄骨は少なくと
も 2 in. のコンクリートで被覆された。火災の場合，コ
ンクリート中に入れたワイヤーによりコンクリートが落
下するのを防いでいる。補強鉄筋は少なくとも 1 in. の
コンクリートで被覆されている。耐火被覆のコンクリー
ト骨材は，3/4 in. のメッシュを通過する清浄な破砕ク
リンカーと破砕れんがが用いられた。床は，鉄骨桁の間
に12 ft. のスパンで鉄筋コンクリートでつくられた（図
26）。鉄筋コンクリートの厚さは 6＋1/2 in. で，床を強
く支持できるように鉄骨桁に対するコンクリートの打設
はとくに厚くなされた。鉄筋コンクリートの床の頂部に
は 4 in. のコンクリートが充填され，セメントで仕上げ
た上に直接床板を釘打ちした。こうして，コンクリート
の総厚は10＋1/2 in. である。スプリンクラーのパイプ
や電気配管はコンクリート充填の際に埋込まれる。鉄骨
桁に鉄骨天井下地を吊り下げエキスパンデッド・メタル
にプラスター仕上げとした。床は，220 lb/ft2 の荷重に
安全なように設計されている。階段は鉄筋コンクリート
でつくられており，3 in. 厚のコンクリート間仕切と 2
in. 厚の硬木と耐火ドアにより部屋から分離されている。
5 つの階段室が全部の床に連結しており街路への独立し
た出口を持っている。
全館耐火構造で，外装には Portland Stone が用いら
れた。
．お わ り に
ロンドンに現代的住宅をつくることは決して単純なプ
ロセスではない。とくに保守的な地域では多くのその土
地の制約にしばられることになる。転換，拡張から生れ
た新しい創造物に歴史的な多層構造が秘められているこ
とがある。まさにそれは修復を基本とした建て直しであ
り存続していく方策とも考えられる。
ガラスの使い方が飛躍的進歩をとげている。ガラスの
性能を熟知した上でオフィス・ビルだけでなく住宅にも
積極的にガラスを利用して軽快で明るい建築が生み出さ
れている。
アメリカ式構工法がロンドンの構造物に大きな進歩を
もたらすきっかけをつくったことを取り上げた。記念的
歴史的な建造物として記録される。
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